
試験区分 受験番号

年 月 日 歳

学校名

年 月

～ 年 月

学部・学科名

学部・学科名

西暦 年 月 卒業

学部・学科名

西暦 年 月 卒業

（取得見込みの免許・資格等については「（見込み）」と記入してください。）

西暦 年 月～

西暦 年 月

西暦 年 月～

西暦 年 月

西暦 年 月～

西暦 年 月

西暦 年 月～

西暦 年 月

西暦 年 月～

西暦 年 月

西暦 年 月～

西暦 年 月

（自覚している性格を記入してください。）
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特
技

趣
味

性
格

課
外
活
動
歴

免
許
等

学
校
卒
業
後
の
経
歴

期　　　間

活動内容（成績、表彰歴等）クラブ名・ボランティア活動名等
（活動時期：学年等）

クラブ名・ボランティア団体
等でのあなたの役割

勤務先・専門学校等の名称 業務、専門等の内容 雇用形態

＜社会人枠＞

最
終
学
歴

現 住 所
(市町村名まで）
その他の連絡先

（ない場合は記入不要）

（市町村名まで）

学校名（上記の前）

学
歴

専攻分野、ゼミナール・卒論等の研究テーマ

※中学までの学歴は記入不要。

※中学までの学歴は記入不要。

自 己 紹 介 書 （注意事項をよく読んで記入してください。）

フリガナ

年齢生　年　月　日

西暦

西暦

退職、退学等の理由

氏名

学校名（最終学歴の前）

前
学
歴

西暦



※事務局受付印

受験番号

●和歌山県以外の志望先 ●志望順位（和歌山県を含めて記入してください）

） ）

） ）

） ）
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氏名

自
己
Ｐ
Ｒ

（今まで培った知識や能力、経験等のうち、成果や達成感を得たことや最も自信を持っていることについて、あなた
自身の行動を中心に具体的に記入してください（１２００字以内）。一般行政職は、第２回面接試験において、自己
ＰＲを基に３分程度のプレゼンテーションを行ってもらいます。）

最
近
の
関
心
事
項

（最近関心を持った社会問題や出来事、日頃興味を持って取り組んでいることなどを記入してください。）
※箇条書き可（１２０字以内）

志
望
動
機

（これまでの経験や自分の長所などを踏まえ、県職員としてどのような貢献ができるのか、具体的に志望した理由・
動機、抱負などを記入してください。（２８０字以内））

志
望
先

第１順位（

第２順位（

第３順位（

※他の志望先の有無や志望順位は、試験の合否に一切影響しませんので、正確に記入してください。

1.国家公務員（職種

2.地方公務員（職種

3.民間企業・その他（職種



■記入上の注意事項 
１．パソコン入力する際は、項目の変更や様式の変更（行・列の追加・削除、行の高さ・列幅の

変更等）をしないでください。 
２．自己紹介書は、２次試験の面接で使用します。（面接室に持ち込みはできません。） 
３．「年齢」は、第２次試験当日現在の年齢を書いてください。 
４．「その他の連絡先」には、現住所と異なる連絡先がある場合のみ記入してください。ない場

合は記入不要です。 
５．「学歴」の欄には、専門学校、予備校等の各種学校は記入せず、「学校卒業後の経歴」の欄

に記入してください。大学等を中退した場合も「学校卒業後経歴」の欄に記入してください。 
※学歴を偽った場合、合格が取り消されることがあります。 

６．「課外活動歴」の欄は、学生時代や社会人でのクラブ、ボランティア等の活動があれば記入
してください。いつ頃の活動かわかるようにかっこ書きで、その時期（学年等）を記入してく
ださい。 

７．「学校卒業後の経歴」は、高校等を卒業した後の職歴、専門学校等の各種学校、大学・高校
等の学校を中退した場合の学歴を古いものから順に記入してください。 
・期間は、現在、在職（在学）中の方は始まりの年月だけ記入し、終了年月は記入不要です。 
・退職、退学理由については、在職（在学）中の場合は、「在職中」、「在学中」と記入して
ください。 
・アルバイトについては、学校卒業後に行ったアルバイトのみ、経歴に記入してください。 
・学校の在学中に行ったアルバイトについては、記入不要です。 
・職歴を記載する場合は、勤務先の雇用形態を「正社員、契約社員、アルバイト・パート、派
遣社員、自営業、その他」から選択してください。 
・「学校卒業後の経歴」欄に書ききれない場合は、別紙に記入してください。 

８．「志望動機」、「最近の関心事項」、「自己ＰＲ」の欄は必ず記入してください。 
・「自己ＰＲ」の欄では、積極的に自分をＰＲしてください。一般行政職は、第２回面接試験
において、自己ＰＲを基に３分程度のプレゼンテーションを行ってもらいます。 

９．記入内容に虚偽または不正があることが判明した場合は、合格を取り消されることがありま
す。 


